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WHAサラブリ・インダストリアルランド、Green Industry Awardを受賞
 
WHAサラブリ・インダストリアルランド、Green Industry Awardを受賞
 

WHAインダストラアル・デベロッ
プメント社が開発したWHAサラ
ブリ・インダストリアルランド
（WHA SIL）はこのほどタイ工業
省より「環境に配慮したクリーン
な工業団地」カテゴリーでタイ初
のGreen Industry Awardを受
賞しました。
工業省副次官のPanuwat Triyangkulsri氏 (右の写真　左端)が主催した今
回の授賞式では、当社のサスティナブルな環境ビジネス運営の長期的な取り
組みが評価され、WHAのスマートでグリーンな工業団地開発を継続していく
ミッションが再確認されました。
授賞式にはWHAを代表してWHAインダストリアル・デベロップメント社顧問
のSunthorn Kongsunthornkitkul氏(左の写真　右側)　と工業団地運営
取締役のRakphol Kangnoy氏（右の写真　右から2人目）が出席しました。

WHAグループ、2021年のCSR活動を開始WHAグループ、2021年のCSR活動を開始

クアーズテック・アドバンスト・マテリアルズ（タイランド）
WHA イースタン・シーボード工業団地４に新工場設立へ
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。
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ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
は
独
自
の
ジ
ェ
ネ

レ
ー
タ
ー
、
U
P
S
、
冷
却
、
消
火
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
お
り
、
高
い
安
全
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
、
環
境
保

護
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
」 （
W
H
A 

コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ 

C
E
O 

の
ジ
ャ

リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
）

　
「
こ
の
契
約
に
よ
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サ
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す
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WHA グループは、バンナーの最新ビジネ
ス・ランドマークで WHA 本社となる
WHAタワーを立ち上げました。ハイテク・
ソリューションとイノベーションを備えたス
マートな労働環境は、企業にとって事業の
立ち上げ、拡大展開していくには理想的
な場所です。
　WHA コーポレション社会長兼グループ
CEO のジャリポーン・ジャルコーンサクン
氏は、「この 25 階建てグレードＡのオフィ
スビルには 52,000 平方メートルのオフィ
ス空間と共有オープンスペースがありま
す。法人企業、多国籍企業（MNC）、中
小企業、スタートアップ向けのオープンな
ワークスペースがフレキシブルで企業の成長に見合った形で提供されています。さらにテナント企業の従業員にとってワークラ
イフ　バランスのとれた職場となることを目指しています。」と述べています。
　優雅な曲線が美しい建物の外観は、まるで風景の中にたたずむ山のようです。高い評価のオフィスタワーの建築デザインは、
富と繁栄を表す古代中国のシンボルからインスピレーションを得ています。WHA タワーのデザイン設計を担当した国際的な
設計事務所パルマー＆ターナー（タイランド）は、同タワーでアジア・パシフィック・プロパティー・アワードの
Commercial High Rise Architecture Thailand（商用高層建築部門）賞を受賞しました。
　「我々はバンナーのランドマークとなるような WHA タワーを建設することを構想していました。タイで認められ、賞を受賞
できたことを誇りに思います」とジャリーポーン氏は述べます。

フレキシブルな労働環境
　当タワーでは利用者に仕事と暮らしの両面で充実した時間が過ごせるよう、仕事と健康的な、楽しい日常を同時に体験して
ほしいと願っています。タワーにはフレキシブルなワークスペースの他、共有ワークスペース、レストラン、カフェ、グリーンスペー
ス、リラックス　スペースとしての噴水公園など、人々が自然を身近に体感できる場所があります。
2023 年にはバンナートラッド通り沿いに LRT（次世代型軌道系交通システム）が完成する予定です。この新しい交通網によ
り従業員と訪問者のアクセスも向上し、より早く、快適に移動が出来るようになるでしょう。

デジタルイノベーションによる安全性とアジリティ
　最新技術を利用し、最大限の安全と効率を追求したビルは 24 時間作動の CCTV、カードキー利用の入室システム、火災
探知システム、建物診断、サーマルスキャン、顔認証アクセスコントロール、回転ドアなどのスマートセキュリティーシステムを
導入しています。駐車場は自動パーキングシステムとナンバープレート認証機能を備え、500台分の駐車が可能です。エレベー
ターは高層階、低層階ともに省エネの高速エレベーターを設置、IT 環境面ではネットワーク中立性と将来的な拡張に備えクラ
ウドサービスサポート、コロケーションを導入しています。WHA グループでは常に対費用効果がよい、そして環境に優しい技
術システムを選択しています。
「バンナートラッド 7 キロ、バンコク中心地にも EEC エリアにもほど近いローケーションは、ビジネスや投資を行なう上でとて
も優位です。WHAタワーはスワンナプーム空港、メガ・バンナー、セントラル・バンナーや居住区開発プロジェクトにも隣接
しているためバンコクや主要幹線道路へのアクセスも容易です。テナントや訪問者などの利用者にとっての効率を最優先してい
ます」とWHAインダストリアル・デベロップメント社産業・国際部門取締役のデビッド・ナードン氏は述べます。
　タイでのプレゼンスをさらに拡大し、地域での成長戦略を構築する企業にとっては理想的なビルと言えるでしょう。WHA タ
ワーでは現在入居希望企業を受け付け中です。見学ツアーのご予約を希望される場合は総代理店である JLL までご連絡くだ
さい。

WHA Group

WHA IDWHAグループのCSR（企業の社会的責任）プログラムは同社の存在意
義を担う重要な活動のひとつです。さまざまな形で地域社会と関わりを
持ち、社会に良い影響を与える活動を行使しています。WHAグループで
は長い年月をかけ、異業種企業、地方自治体と連携をとり、強く、生産性
の高い社会、そこに住む人々がよりよい生活を送れるよう働きかけてきま
した。
例年、1月の第2土曜日に全国区で祝われる子どもの日は、国家の宝であ
る子どもたちのための祝日です。しかし、今年は新型コロナの感染拡大が
懸念され、多くの活動は自粛となりました。
そのような状況の中、WHAインダストリアル・デベロップメント社の役員
はタイ工業団地公社（IEAT）と工業団地入居企業とともにラヨーン県プ
ルアックデーンのBan Khlong Kram学校、チョンブリ県シラチャのBan 
Hup Bon学校を訪問しました。子どもたちが勉学に集中できるよう、健
康的な食事と栄養補給のため、食品、ミルク、菓子類などを配給しまし
た。また子どもたちの創造性と学習能力の向上のため学用品も配布しま
した。

すべての人に安全なコミュニティーを
WHAグループはコニュニティー住民の安全と安心を大切にしています。
WHAはラヨーン県プルアックデーンのチョンポン・チャオプラヤ地区の
電光掲示板のメンテナンスのための資金を寄付しました。電光掲示板は
WHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA　ESIE 1）至近に設置さ
れており、重要かつ最新の環境情報、お知らせ、注意事項などを人々に伝
えています。
WHAグループのCSRプログラムでは社会の人々の生活水準の向上と影
響を与えることで、社会に還元することを目的としています。WHAグルー
プでは、経営陣、スタッフ、工業団地の顧客、ステークホルダーとともに、
コミュニティーと強い絆を結び、次世代のための安全な未来創りに貢献
していきます。

バンナー最新ランドマークのWHAタワー、入居受付を開始
ワークライフバランスに配慮したオフィススペース
バンナー最新ランドマークのWHAタワー、入居受付を開始
ワークライフバランスに配慮したオフィススペース

WHA タワーのカフェ・アマゾンのオープニング式典でテープカッ
トをする憲法裁判所所長 Worawit Kangsasitiam 氏 ( 写真中央
左 )。式典にはWHAコーポレーション会長兼グループCEOジャ
リポーン・ジャルコーン サクン氏（左 端）と Pongchai 
Niramitsrivichai 氏 (右端 )も出席しました。

カフェ・アマゾン、
WHAタワー支店を開店
カフェ・アマゾン、
WHAタワー支店を開店

焼き立てパンとイタリアンローストコーヒーが人気のカフェ
Bellinee’ s Bake & Brew はバンナートラッドの WHA タワーに
新店舗 Bellinee’ s Grab & Go をオープンしました。モダンロフ
ト風に内装された新店舗では、プレミアムなベーカリー商品と飲
み物が一日中お楽しみいただけます。カフェは、バンナーの新名
所 WHA タワーでワークライフバランス重視した楽しいライフスタ
イルの確立に貢献します。

Bellinee’s Bake & Brew、
WHAタワー内に出店
Bellinee’s Bake & Brew、
WHAタワー内に出店

WHA グループはエージェント・ディを設け、WHA タワーを紹介するオンラ
インイベント開催しました。新社屋となる WHA タワーはバンナートラッド７
キロ地点のデバラットナー通りに位置します。オフィスや商業施設など事業用
不動産売買仲介のジョーンズ　ラング　ラサール（タイランド）および WHA
が実施したバーチャルツアーではバンナーの新しいビジネスコンプレックスの
概要をタイ国内及び世界の賃貸事業主へ紹介しました。　
WHA コーポレーション会長兼グループ CEO のジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏は仲介業者を温かく歓迎。WHA イン
ダストリアル・デベロップメント社産業・国際部門取締役のデビット・ナードン氏はこのビルがワークライフバランスを推進し、
企業の事業立ち上げと発展に貢献する最適な場所であると説明しました。 
25 階建てのタワーには高級ショップやフレキシブル・ワークスペースがあり、人々の憩いの場所と働く場所が一体となっていま
す。WHA タワー
はアジ ア・パシ
フィック・プロパ
ティよりコマーシャ
ル・ハイライズ・
アーキテクチャー・
タイランド賞を受
賞。東部経済回廊
（EEC）の入り口
に位置し、スワン
ナプーム空港、メ
ガ・バンナー、セ
ントラル・バ ン
ナー、主要港湾に
も近接していま
す。WHA タワー
は現在入居準備が
整い、内覧も可能
です。

WHAグループ、エージェント・ディを開催
新社屋WHAタワーでバーチャル・ミーティング
WHAグループ、エージェント・ディを開催
新社屋WHAタワーでバーチャル・ミーティング
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取
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ム
管
理
の
向
上
の
必

要
性
か
ら
、
バ
ン
チ
ャ
ン
地

方
自
治
体
の
排
水
を
、
近
隣

に
所
在
す
る
W
H
A
工
業
団

地
内
の
事
業
者
ら
に
最
大
限

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
我
々
は
W
H
A
U
P
社
と

の
M
o
U
契
約
に
心
よ
り
感

謝
し
て
い
ま
す
。
バ
ン
チ
ャ

ン
地
方
自
治
体
で
は
水
管
理

で
持
続
可
能
な
発
展
を
遂
げ
る
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
双
方
に

と
っ
て
有
益
で
あ
り
、
か
つ
長
期
的
に

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
環
境
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」（
バ
ン
チ
ャ
ン
地
方
自
治
体
の

Suchin P
ulhirun

市
長
）

　
「
こ
の
M
o
U
契
約
に
よ
り
、
我
々

が
も
つ
排
水
管
理
に
関
す
る
知
識
と
経

験
を
、
経
済
活
動
が
活
発
な
東
部
経
済

回
廊
（
E
E
C
）
域
内
の
バ
ン
チ
ャ
ン

地
方
自
治
体
と
共
有
す
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
排
水
は
品
質
の
高

い
水
へ
と
処
理
さ
れ
た
後
、
W
H
A
工

業
団
地
に
入
居
す
る
企
業
へ
と
提
供
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
E
E
C
域
内
の

W
H
A
U
P
、
バ
ン
チ
ャ
ン
地
方
自
治
体
と

　
　
　
　
　
　
　
　 

排
水
再
生
事
業
で
M
o
U
締
結

W
H
A 

I
n
f
o
n
i
t
e 

と 

M
F
E
C
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
契
約
に
署
名

CSR

W
H
A
U
P

 

オ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
タ
イ
）
と

　 

屋
上
太
陽
光
発
電
設
置
契
約
を
調
印

  

目
標
と
し
て
い
た
屋
上
太
陽
光
で
の
発
電
50
Ｍ
Ｗ
を
達
成

　
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
今
日
、
デ
ー
タ
は
す
べ
て

の
事
業
分
野
に
お
い
て
最
も
価
値
の
あ
る
資
源
の

一
つ
で
す
。
継
続
的
か
つ
安
全
に
デ
ジ
タ
ル
イ
ン

フ
ラ
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
は
、
電
気
や
そ
の

他
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
と

同
じ
レ
ベ
ル
で
重
要
な
こ
と
で
す
。
今
回
の
契
約

に
よ
り
、
W
H
A
の
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
M
F
E
C
の
事
業
展
開
に

貢
献
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

（
W
H
A 

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ 

C
E
O 

の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン
氏
）

　

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
で
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
及
び

工
業
団
地
内
の
顧
客
へ
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ネ
ー
ジ

ド
サ
ー
ビ
ス
や
デ
ジ
タ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
F
T
T
x
、
機

器
レ
ン
タ
ル
、
I
T
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、

V
H
M
（
ビ
デ
オ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ビ

ス
）、
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
U
C
）、
E
m
a
i
l
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
、
フ
ァ

イ
ヤ
ー
ウ
オ
ー
ル
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
ス
ト

レ
ー
ジ
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
、
コ
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ

ム
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
利
用
者
は
特
定
の
要

件
に
応
じ
て
従
量
制
で
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
と
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
選
択
で
き
ま
す
。

　

W
H
A
に
は
専
門
家
チ
ー
ム
が
あ
り
、
最
善
の

サ
ー
ビ
ス
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
3
6
5
日
24
時
間
、
機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
長
兼
グ

ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ

ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
バ
ン
ナ
ー
ト
ラ
ッ

ド
７
キ
ロ
沿
い
の
新
社
屋
W
H
A
タ
ワ
ー

に
て
、
他
社
の
役
員
が
見
守
る
中
、
ブ
ラ

フ
マ
ー
神
の
祠
の
竣
成
式
を
行
い
ま
し

た
。　

　

W
H
A
タ
ワ
ー
は
バ
ン
ナ
ー
の
新
し
い

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
、ハ
イ
テ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
装
備
し
た
25

階
建
て
グ
レ
ー
ド
Ａ
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
。

昨
年
、
国
際
的
デ
ザ
イ
ン
設
計
事
務
所
の

パ
ル
マ
ー
＆
タ
ー
ナ
ー
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

が
同
タ
ワ
ー
の
設
計
に
お
い
て
、ア
ジ
ア
・

パ
シ
フ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
・
ア
ワ
ー

ド

の
「C

om
m
ercial H

igh R
ise 

A
rchitecture T

hailand

（
商
用
高

層
建
築
部
門
）」
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

バ
ン
ナ
ー
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
　

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
W
H
A
タ
ワ
ー
で

       

ブ
ラ
フ
マ
ー
神
の
祠
竣
成
式

バ
ン
ナ
ー
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
　

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
W
H
A
タ
ワ
ー
で

       

ブ
ラ
フ
マ
ー
神
の
祠
竣
成
式

水
資
源
を
確
保
し
、
長
い
目
で
み
る
と

干
ば
つ
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
」（
W
H
A
U
P
社
C
E
O

のN
iphon B

undechanan

博
士
）

　
「
こ
の
M
o
U
は
E
E
C
発
展
の
一

躍
を
担
い
ま
す
。
バ
ン
チ
ャ
ン
地
方
自

治
体
と
そ
の
他
の
自
治
体
、
提
携
パ
ー

ト
ナ
ー
と
と
も
に
、
我
々
は
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
か
つ
環
境
に
優
し
い
水
管
理
と

水
処
理
技
術
の
確
立
と
実
践
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
工
場
に
至
る
ま

で
、
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
メ
ン
バ
ー

に
節
水
の
重
要
性
を
説
き
、
情
報
を
広

め
る
ま
た
と
な
い
絶
好
の
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
『
自
治
体
の
排
水
を
工

業
団
地
内
の
企
業
に
活
用
し
て
も
ら
お

う
』
と
い
う
考
え
は
、
持
続
可
能
な
発

展
と
、
地
元
と
産
業
界
と
の
最
大
の
協

力
関
係
を
生
み
出
す
も
の
な
の
で
す
」

（
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
長
兼

グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ル
氏
）

　

W
H
A
U
P
社
で
は
再
生
水
や
脱
塩

水
と
い
っ
た
付
加
価
値
を
加
え
た
水
を

W
H
A
工
業
団
地
内
外
の
企
業
に
、
さ

ら
に
は
他
者
の
運
営
す
る
工
業
団
地
、

工
業
団
地
開
発
事
業
者
、
自
治
体
な
ど

へ
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年

に
は
3
億
バ
ー
ツ
（
約
1,
0
0
0
万

米
ド
ル
）
を
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
工
業

団
地
（
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
）
と
イ
ー
ス
タ

ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
（
ラ
ヨ
ー

ン
）
の
再
生
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投
資

し
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
M
o
U
に
署
名
す
る
W
H
A
U
P
社

C
E
O
のN

ip
h
o
n
 B
u
n
d
e
c
h
a
n
a
n

博
士
（
写
真
上
・
中
央
）
と
バ
ン
・

チ
ャ
ン
地
方
自
治
体
のS

u
c
h
in
 P
u
lh
iru
n

市
長
（
写
真
下
・
右
）

　

バ
ン
コ
ク
ー
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社
（
W
H
A
U
P
）
は

オ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

社
（
A
A
T
）
の
５
M
W
規
模
の
屋
上

設
置
型
太
陽
光
発
電
に
関
す
る
E
P
C

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
屋
上
面
積
約
4
万
5
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
を
使
用
、
今
年
8
月
完

成
見
込
み
で
同
月
稼
働
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
W
H
A
U
P
に
よ
る
10
年
間

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
シ
ス
テ
ム
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
保
証
付
き
と
な
り
ま

す
。 

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り

W
H
A
U
P
の
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発

電
E
P
C
サ
ー
ビ
ス
が
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
す
企
業

の
関
心
を
引
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
C
E
O
で
あ
る

N
iphon Bundechanan

博
士
は
屋
上

設
置
型
太
陽
光
発
電
事
業
が
2
0
2
0

年
も
堅
実
に
成
長
を
遂
げ
た
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。
事
業
目
標
で
あ
っ
た

2
0
2
0
年
末
ま
で
の
総
発
電
容
量
50

Ｍ
Ｗ
を
上
回
る
52
M
W
に
達
し
、
こ
れ

に
よ
り
W
H
A
U
P
の
総
発
電
容
量

が
、
稼
働
中
の
も
の
と
建
設
中
の
も
の

を
合
わ
せ
て
持
ち
株
比
率
に
し
て

6
0
1
M
W
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

　

W
H
A
U
P
で
は
前
述
の
A
A
T
社

と
の
５
M
W 

E
P
C
契
約
と
同
様
の

屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
E
P
C
契
約

を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

                   

（
3
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
、

　
　 

ベ
ト
ナ
ム  

タ
イ
ン
ホ
ア
省
で
の
工
業
団
地
開
発
に
関
す
る
M
o
U
を
締
結

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン 

ゲ
ア
ン
社
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
地
転
貸
借
契
約
を
締
結

　

タ
イ
及
び
ベ
ト
ナ
ム
の
工
業
団
地
運

営
大
手
の
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
ベ
ト
ナ

ム　

タ
イ
ン
ホ
ア
省
人
民
委
員
会
と
の

間
で
2
か
所
の
工
業
団
地
の
開
発
に
向

け
た
了
解
覚
書
（
M
o
U
）
の
締
結
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

最
先
端
技
術
を
担
う
産
業
を
誘
致
す

る
た
め
、
第
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

「
W
H
A
ス
マ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ゾ
ー
ン
」
と
名

付
け
、
総
敷
地
面
積
6
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
加
え
、
居
住
地
区
建
設
用
に
30
〜

50
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
第
二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
W
H
A

北
部
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ゾ
ー
ン　

タ
イ
ン
ホ
ア
」
の
総
敷
地
面
積
は
お
よ

そ
5
4
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

産
業
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ゴ
ム
、
ケ
ミ

カ
ル
、
バ
イ
オ
・
ケ
ミ
カ
ル
製
品
、
金

属
加
工
お
よ
び
鋳
造
、
建
築
資
材
、
自

動
車
部
品
、
機
械
組
立
、
家
電
と
い
っ

た
下
流
産
業
を
対
象
と
す
る
予
定
で

す
。
今
後
、
許
認
可
取
得
に
必
要
な
手

続
き
を
開
始
し
、
そ
れ
ぞ
れ
2
0
2
3

年
、
2
0
2
2
年
に
着
工
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

タ
イ
ン
ホ
ア
省
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
中

央
に
位
置
し
、
ベ
ト
ナ
ム
第
3
位
の
人

口
3
6
0
万
人
を
有
し
、
う
ち
労
働

力
人
口
は
2
3
0
万
人
と
な
り
ま

す
。
首
都
ハ
ノ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部

最
大
の
港
湾
都
市
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
も

近
く
、
ハ
ノ
イ
・
ノ
イ
バ
イ
国
際
空

港
や
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ン
国
際
港
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
よ
く
、
物
流
、
イ
ン
フ
ラ

の
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

「
タ
イ
ン
ホ
ア
省
人
民
委
員
会
と
将

来
性
の
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
」「
近
年
、
ベ
ト
ナ

ム
は
A
S
E
A
N
に
お
け
る
重
要

な
工
業
、
製
造
拠
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
M
o
U
に
よ
り
ベ
ト

ナ
ム
が
先
端
技
術
を
含
め
た
様
々

な
産
業
分
野
の
投
資
家
た
ち
に

と
っ
て
魅
力
的
な
投
資
先
と
な
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

結
果
と
し
て
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
生

み
、
W
H
A
に
と
っ
て
も
事
業
発

展
の
絶
好
の
機
会
と
な
る
で
し
ょ

う
」
と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の

ジ
ャ
リ
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン

サ
ク
ン
氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
・

国
際
部
門
取
締
役
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー

ド
ン
氏
は
以
下
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。「
W
H
A
と
タ
イ
ン
ホ
ア
省

人
民
委
員
会
と
の
M
o
U
は
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
当
社
の
存
在
感
を
高
め
、
成

長
戦
略
を
強
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

２
つ
の
W
H
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
特
定

の
市
場
機
会
に
優
位
な
立
地
を
示
し
て

い
ま
す
。
第
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
省
の

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク

　

電
子
機
器
に
使
用
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
を
製
造
す
るP

la
s
-

tic
G
ia
 
N
h
a
t V
ietnam

社
は
こ
の
ほ
ど
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

ゾ
ー
ン
１ 

ゲ
ア
ン
と
土
地
転
貸
借
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
中
国
を
拠
点
と

す
る
同
社
は
、
年
間
お
よ
そ
６
億
個
の
部
品
生
産
能
力
を
持
つ
製
造
工
場
を

建
設
す
る
予
定
で
す
。

　

21
世
紀
を
迎
え
、
豊
富
な
天
然
資
源

と
安
い
労
働
力
だ
け
が
経
済
競
争
力
を

決
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

い
っ
た
も
の
が
移
り
ゆ
く
ビ
ジ
ネ
ス
界

を
今
後
長
く
支
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

変
化
の
激
し
い
世
界
で
は
国
も
企
業
も

集
中
力
を
養
い
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
で
あ

り
、
常
に
前
向
き
な
姿
勢
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
は
世
界
各
国
の

政
府
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
研
究
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
人
材
育
成
と
い
っ
た
分
野
に
お
い

て
、
統
合
し
協
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

新
製
品
の
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
、
新
規
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
事
業
化
の
成
功
に
つ

な
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
ら
で

す
。

　

1
9
5
0
年
初
め
に
設
立
さ
れ
た
シ

リ
コ
ン
・
バ
レ
ー
（
米
国
）
は
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
発
展
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存

在
で
あ
り
ま
し
た
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
と
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
パ
ロ
ア
ル

ト
市
が
提
携

パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
発
足
し
た

の
が
始
ま
り

で
、
も
と
も
と

ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
と

し
て
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
大

学
、
民
間
企
業

と
周
辺
の
地
元

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
交
流

に
よ
り
相
互
作

用
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進

す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま

し
た
。

　

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
リ
サ
ー
チ
・

パ
ー
ク
や
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
リ

サ
ー
チ
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
パ
ー

ク
（
R
T
P
）
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ

の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
成
功
は
、

政
府
、
企
業
家
、
大
学
が
協
働
し
、

発
案
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
大
量
市
場
で
の

商
業
化
へ
と
発
展
さ
せ
る
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
1
9
6
0

年
か
ら
1
9
8
0
年
代
に
か
け
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
い
く
つ
か
の
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
ア
ジ
ア

で
は
1
9
7
0
年

代
初
め
か
ら
80
年

代
に
入
っ
て
か
ら

よ
う
や
く
開
発
が

始
ま
り
ま
す
。
日

本
の
つ
く
ば
研
究

支
援
セ
ン
タ
ー
、

台
湾
の
新
竹
科
学

園
区
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
な
ど

が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
国
の
科
学
技

術
は
1
9
9
0
年

代
か
ら
2
0
1
0

年
代
に
急
速
に
発

展
を
遂
げ
ま
す
。

現
在
、
中
国
の
ハ

イ
テ
ク
・
パ
ー
ク

の
数
は
2
0
0
0

か
所
以
上
に
及
び

ま
す
。
習
近
平
国

家
主
席
の
国
家
戦

略
「
メ
イ
ド
・
イ

ン
・
チ
ャ
イ
ナ

2
0
2
5
」
で
は
中
国
は
経
済
成
長
を

加
速
し
、
高
度
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
す
る
た
め
に
一
部
政
策
方
針

を
改
編
し
、
全
国
に
1
0
0
以
上
の
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
を
開
発
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
起

こ
る
前
に
、
中
国
の
北
京
と
上
海
を
中

心
に
位
置
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
、

中
関
村
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
や
清
華
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
、
漕
河
涇
新
興
技
術

開
発
区
、
紫
竹
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
な

ど
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
清

華
大
学
傘
下
の
事
業
グ
ル
ー
プ
T
U
S

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

グ
ル
ー
プ
の
役

員
の
話
で
は
中
国
の
ほ
ぼ
全
て
の
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
で
健
全
な
エ
コ
シ
ス
テ

ム
が
完
備
さ
れ
、
国
内
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
目
指
す
人
と
企
業
家
を
育
成

で
き
る
よ
う
な
設
計
と
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
、

企
業
パ
ー
ト
ナ
ー
、
企
業
体
、
大
学
か

ら
の
支
援
で
、
中
国
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
は
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
、
ス
ケ
ー
ル
ア

ウ
ト
し
な
が
ら
国
家
の
成
長
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
現
在
の
タ
イ
は
大
き
な
変
革

の
と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。
タ
イ
ラ
ン

ド
4
・
0
で
は
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し
て

国
の
競
争
力
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
ラ
ン
ド
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
ハ
ー
ド
I
C
T
イ

ン
フ
ラ
の
開
発
に
す
で
に
成
功
し
て
い

ま
す
。
近
隣
諸
国
と
比
較
し
て
、
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
普
及
し
て
い
ま
す

が
、
研
究
、
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
の

R
&
D
を
含
む
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
面
で

の
さ
ら
な
る
発
展
が
必
要
で
、
伝
統
産

業
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
モ
、
農

業
＆
食
品
産
業
な
ど
の
変
革
を
支
え
る

た
め
、
人
材
開
発
、
デ
ジ
タ
ル
専
門
知

識
と
ス
キ
ル
を
持
ち
合
わ
せ
た
企
業
家

と
い
っ
た
優
秀
な
労
働
力
、
健
全
か
つ

信
頼
度
の
高
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ　

エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
す
。

　

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
工
業
団
地
開

発
の
第
一
人
者
で
あ
る
W
H
A
グ
ル
ー

プ
で
は
健
全
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

中
国
大
手
の
科
学
技
術
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
T
U
S
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と

提
携
し
、
T
u
s
パ
ー
ク
W
H
A
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
共
同

設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
サ
ル
、
タ

イ
と
海
外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
双
方
の

た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク　

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
第
一
歩
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

W
H
A
ー
T
U
S
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
は
政
府
、
教
育
機
関
と
民
間
企
業
の

強
い
連
携
に
よ
り
タ
イ
の
技
術
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
発
展

を
押
し
進
め
る
重
要
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
な
る
で
し
ょ

う
。
当
機
関
は
た
だ
単
に

タ
イ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

に
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
知
識
を
提
供
す
る
た

け
で
な
く
、
タ
イ
の
起
業

家
に
潜
在
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
・

パ
ー
ト
ナ
ー
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
市
場
、
特
に
14
億
人
以

上
の
消
費
者
を
抱
え
る
巨

大
な
中
国
市
場
へ
の
足
が

か
り
と
な
り
ま
す
。

　

新
技
術
が
タ
イ
の
経
済

と
社
会
発
展
に
挑
戦
し
変

革
を
も
た
ら
す
中
、
民
間

企
業
は
政
府
と
協
力
し
て

デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
ラ
ン
ド

を
推
進
し
ま
し
た
。
政
府

は
国
家
戦
略
、
政
策
立
案

者
と
し
て
の
中
心
的
な
役

割
を
担
い
ま
す
。
政
府
の

積
極
的
な
戦
略
と
こ
の
変

革
へ
の
取
り
組
み
を
支
持

す
る
姿
勢
が
、
最
終
的
に

は
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
時
代

で
の
タ
イ
の
成
功
と
繁
栄
を

決
定
づ
け
る
で
し
ょ
う
。

豊田通商（タイランド）
TTテクノパーク

WHA GROUPで更なる飛躍を目指す企業
　

「
ト
ヨ
タ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
現
場
主
義

は
豊
田
通
商
グ
ル
ー
プ
に
も
根
付
い
て
い
ま

す
。
常
に
顧
客
に
寄
り
添
い
、
顧
客
と
と
も
に

汗
を
流
し
、
問
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
」
―

―
豊
田
通
商
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
イ
ー
ス
タ
ン
シ

ー
ボ
ー
ド
支
店
の
ブ
ラ
ン
チ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

お
よ
び
タ
イ
で
豊
田
通
商
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
事
業

を
担
当
す
る
T
T
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

（
T
T
T
P
）
の
社
長
を
兼
任
す
る
龍
田
貴
行

氏
は
そ
う
力
を
込
め
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
商
社
で
あ
る
豊
田

通
商
が
タ
イ
拠
点
と
な
る
豊
田
通
商
（
タ
イ
ラ

ン
ド
）
を
設
立
し
た
の
は
1
9
5
7
年
１
月
。

日
本
か
ら
消
費
財
・
産
業
機
械
・
タ
イ
ヤ
を
輸

入
す
る
こ
と
が
当
初
の
目
的
で
し
た
。
そ
の

後
、
80
年
代
後
半
に
日
本
企
業
の
タ
イ
投
資
ラ

ッ
シ
ュ
が
始
ま
る
と
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
関
連

の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
も
1
9
9
0
年
代
に

ラ
ヨ
ン
県
の
ヘ
マ
ラ
ー
ト
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ

ー
ド
工
業
団
地
（
当
時
）
な
ど
に
進
出
。

2
0
0
2
年
に
は
T
T
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

（
T
T
T
P
）
を
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ

ー
ド
工
業
団
地
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
顧
客
企
業
は
1
0
0
社
近
く
に
な
り
、

T
T
T
P
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
5
年
に
豊
田
通
商
（
タ

イ
ラ
ン
ド
）
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド
支
店
を

開
設
。
顧
客
支
援
で
協
業
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

移
転
先
と
し
て
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ

ー
ド
工
業
団
地
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、
規

模
が
大
き
く
開
発
計
画
が
し
っ
か
り
し
て
お
り

イ
ン
フ
ラ
の
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た
点
、
そ
し
て

日
本
人
居
住
者
の
多
い
シ
ラ
チ
ャ
に
近
か
っ
た

点
も
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

豊
田
通
商
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
お
よ
び

T
T
T
P
で
は
、
モ
ノ
づ
く
り
に
安
心
し
て
専

念
で
き
る
事
業
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、
会
社

設
立
・
事
業
立
上
げ
か
ら
事
業
運
営
ま
で
豊
田

通
商
グ
ル
ー
プ
全
体
で
包
括
的
に
支
援
し
て
い

ま
す
。
生
産
準
備
の
た
め
に
必
要
な
物
流
・
設

備
・
保
険
・
I
T
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
ほ
か
、
事
業
運
営

に
不
可
欠
で
あ
る
給
与
計
算
、
ビ
ザ
・
ワ
ー
ク

パ
ー
ミ
ッ
ト
取
得
、
経
理
記
帳
代
行
・
税
務
、

通
勤
バ
ス
運
行
管
理
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
手
配

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
請
け
負
う
こ
と
で
、

経
営
者
の
負
担
軽
減
お
よ
び
事
業
効
率
化
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ

ポ
ー
ト
で
は
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る

利
点
を
最
大
限
に
活
か
し
、
事
業
運
営
に
必
要

な
各
種
情
報
を
厳
選
し
た
上
で
迅
速
に
顧
客
に

伝
え
て
お
り
、
こ
の
点
も
T
T
T
P
お
よ
び
豊

田
通
商
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
へ
の
信
頼
度
を
高
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
多
岐
に
わ
た
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

提
供
を
可
能
と
し
て
い
る
の
が
現
場
主
義
の
徹

底
で
す
。
不
動
産
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
で
利

益
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
毎
日
顧
客
に
コ
ン

タ
ク
ト
す
る
こ
と
で
、
困
り
ご
と
を
聞
き
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
に
集
中
し
ま

す
。
「
こ
の
点
が
他
の
商
社
と
の
違
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が
『
モ
ノ
づ
く
り
商

社
』
と
言
わ
れ
る
由
縁
で
す
」
と
龍
田
社
長
は

強
調
し
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
展
開
で
す
が
、
タ
イ
東
部
の
工

業
団
地
に
進
出
す
る
自
動
車
関
連
製
造
業
を
核

に
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
洗
剤
・
石
油

製
品
・
半
導
体
・
保
険
な
ど
非
自
動
車
産
業
も

含
め
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
移
動
の
新
概
念

で
あ
る
M
a
a
S
（
マ
ー
ス
：M

obility as 
a Service

）
お
よ
び
自
動
車
産
業
の
キ
ー
ワ

ー
ド
と
も
な
っ
て
い
る
C
A
S
E
（
ケ
ー
ス
）

な
ど
の
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ

せ
、
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
顧
客
企
業
の
事
業

展
開
に
貢
献
し
て
い
く
方
針
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
最
近
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
関
係
も
深

め
て
い
ま
す
。
龍
田
社
長
が
D
X
関
連
サ
ー
ビ

ス
の
一
例
と
し
て
挙
げ
る
の
が
通
勤
バ
ス
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
で
す
。
残
業
な
ど
の
た

め
乗
車
率
が
悪
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
型
バ
ス

を
運
行
さ
せ
る
な
ど
し
て
バ
ス
料
金
が
個
社
に

と
り
割
高
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な

い
よ
う
で
す
。
従
業
員
約
1
0
0
0
人
の
工
場

で
は
月
々
2
0
0
万
バ
ー
ツ
も
の
支
出
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
日
本
人
幹
部

は
生
産
現
場
で
の
コ
ス
ト
削
減
は
得
意
で
す

が
、
通
勤
バ
ス
な
ど
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
任

せ
て
い
る
分
野
は
手
つ
か
ず
の
領
域
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
D
X
の
手
法

の
ひ
と
つ
で
あ
る
R
P
A
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
活
用

し
、
ル
ー
ト
と
車
の
種
類
（
大
型
バ
ス
、
ミ
ニ

バ
ス
、
バ
ン
）
を
時
間
帯
に
よ
り
最
適
化
す
る

こ
と
を
T
T
T
P
で
は
提
案
。
同
じ
ル
ー
ト
を

走
っ
て
い
る
バ
ス
を
共
有
す
る
こ
と
で
乗
車
率

を
50
〜
80
％
す
る
な
ど
で
コ
ス
ト
を
20
〜
30
％

下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

バ
ス
の
運
行
数
が
減
る
こ
と
で
C
O
2
排
出
量

を
削
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
す
が
、
対

面
で
話
す
か
ら
こ
そ
判
明
す
る
業
務
上
の
問

題
・
課
題
も
あ
り
、
リ
モ
ー
ト
面
談
や
電
話
連

絡
で
は
困
り
事
が
分
か
り
に
く
い
と
龍
田
社
長

は
指
摘
し
ま
す
。
現
在
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
効
率
的
に
併
用

す
る
こ
と
も
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
る
上
で
必

要
な
プ
ロ
セ
ス
と
い
え
そ
う
で
す
。

常に顧客に寄り添いソリューションを提供
DXサービスの質を高め業務効率化に貢献

2
か
所
の
工
業
団
地
の
総
面
積
は
1
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

                    

　
　
　
建
設
開
始
は
2
0
2
2
年
も
し
く
は
2
0
2
3
年
を
予
定

主
要
都
市
か
ら
12
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
位
置
し
、
教
育
水
準
の
高
い
労
働
力

は
、
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
担
う
企

業
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
第
二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ニ
ソ
ン
製

油
所
に
近
く
、
石
油
化
学
と
金
属
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
統
合
を
可
能
に
し
ま

す
」

　

一
方
、
タ
イ
ン
ホ
ア
省
人
民
委
員
会

副
委
員
長
の
N
g
u
y
e
n 

V
a
n 

T
h
i 

氏
は
、「
我
々
は
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

社
と
提
携
を
結
び
、
２
つ
の
有
力
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
こ
と
を
非
常

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ニ
ソ
ン
製
油

所
と
高
度
に
開
発
さ
れ
た
ラ
ッ
ク
フ
ェ

ン
国
際
港
な
ど
、
既
存
の
石
油
化
学
分

野
の
産
業
基
盤
に
加
え
て
、
他
の
産
業

を
誘
致
す
る
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。
新
し
い
扉
を
開
け
、
地
域
社

会
の
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と
を
非
常
に

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
強
い
期
待

感
を
示
し
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
3
年
前
に
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア

ン
１
の
開
発
を
始
め
ま
し
た
。
フ
ェ
ー

ズ
1
の
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、

1
4
3
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完
成
し
、

さ
ら
に
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
築
資
材
、
電
子
機
器
、
食
品
加
工
、

太
陽
光
発
電
、
鋼
鉄
産
業
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
産
業
分
野
の
中
国
、
日
本
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
企
業
を
誘
致
し
て
い

ま
す
。

ゴーアーテック、
WHA インダスタリアル・ゾーン１　

ゲアンで新工場起工式を開催
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
う
ゴ
ー
ア
ー
テ
ッ
ク
香
港
の
子
会
社
、
ゴ
ー
ア
ー
テ
ッ

ク
・
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
社
は
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ

ー
ン
１　

ゲ
ア
ン
で
新
工
場
設
立
の
た
め
起
工
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

最
先
端
の
製
造
技
術
を
装
備
す
る
新
工
場
は
ス
マ
ー
ト
・
ハ
ー
ド
ウ

エ
ア
と
高
精
度
電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
生
産
で
世
界
中
の
顧
客
の
要

望
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　WHA インダストリアル・ゾーン１　ゲアン
とゴーアーテック・プレシジョン・ベトナム
社のプロジェクトチームのメンバーとドン・
ナム経済地区当局担当者ら

　WHA インダストリアル・ゾーン
１　ゲアンとゴーアーテック・プレ
シジョン・ベトナム社のエンジニア
チーム

2021年旧正月：ＷＨＡと工業団地投資家ら
「貧しい人々のために温かいテトを」プログラムを支援
2021年旧正月：ＷＨＡと工業団地投資家ら
「貧しい人々のために温かいテトを」プログラムを支援
　2 月 3 日、WHA インダストリアル・ゾーン ゲアンとゲアン省の貧困家庭支援協会はギロック
郡の Nghi Thuan 自治体と Nghi Hung 自治体の恵まれない家庭へ 2021 年旧正月のお祝いとして
テトの贈り物を配布しました。ゲアン省委員会の書記長による恵まれない人々への支援と援助の
呼びかけに、WHA インダストリアル・ゾーン ゲアン１はギロック郡の Nghi Thuan 自治体と
Nghi Hung 自治体の在住者へ贈り物を贈りました。り物には地域社会を元気づけ、新年を迎えら
れるようにとの願いが込められていました。

　Goertek Vina Precision Industry Co., Ltd は 172 個のテ
トの贈り物とその他寄付などをギロック郡 Nghi Long 自治
体と Nghi Thuan 自治体の家庭へ配布しました　　　　　　

　WHA インダストリアル・ゾーン　ゲアンから寄付を受け
取るギロック郡　勤労、身障者＆社会福祉課の Luong 氏

　ゲアン省ギロック郡 Nghi Thuan 自治体の経済的に恵まれ
ない家庭と独居老人へプレゼントを配布するゲアン省の貧
困家庭支援協会とWHA インダストリアル・ゾーン ゲアン

　ゲアン省ギロック郡 Nghi Hung 自治体へテトの贈り物を
贈るゲアン省の貧困家庭支援協会の代表団と WHA インダス
トリアル・ゾーン ゲアン

（
1
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）　

　

N
i
p
h
o
n
博
士
に
よ
る
と
、

W
H
A
U
P
で
は
統
合
的
な
屋
上
設

置
型
太
陽
光
発
電
の
設
置
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
し
て
き
た
結
果
、
多
く
の
顧

客
か
ら
信
頼
を
得
て
き
ま
し
た
。
こ

の
ほ
ど
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド
工

業
団
地
（
ラ
ヨ
ン
）
に
フ
ォ
ー
ド
と

M
a
z
d
a
の
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
工
場

を
持
つ
A
A
T
社
が
、
W
H
A
U
P

子
会
社
の
W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
社
と
4

万
5
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
屋
上

ス
ペ
ー
ス
に
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発

電
の
建
設
と
運
営
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

　
「
A
A
T
社
の
屋
上
設
置
型
太
陽

光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

W
H
A
U
P
の
サ
ー
ビ
ス
は
デ
ザ
イ

ン
設
計
、
資
材
調
達
、
建
設
、
許
認

可
手
続
き
、
シ
ス
テ
ム
運
営
か
ら
10

年
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
す
べ
て

含
み
ま
す
。
昨
年
11
月
に
着
工
し
、

今
年
の
8
月
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。
W
H
A
U
P
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
チ
ー
ム
が
高
い
基
準
の

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
個
々
の
ユ
ー
ザ
ー
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
複
数
の
同

様
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
契
約
が
現
在

進
行
中
で
あ
り
ま
す
」
と

N
i
p
h
o
n
博
士
は
説
明
し
ま

す
。

　

屋
上
設
置
型
太
陽
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

強
み
と
全
国
の
産
業
顧
客
の
信
頼
か

ら
、
同
社
で
は
こ
れ
ま
で
に
総
電
力

容
量
52
M
W
の
屋
上
設
置
型
太
陽
光

投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
顧
客
数
に
し

て
約
40
件
）
の
契
約
を
結
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、当
初
の
目
標
で
あ
っ

た
2
0
2
0
年
ま
で
に
総
発
電
容
量

50
M
W
を
上
回
り
、
W
H
A
U
P
の

総
容
量
は
稼
働
中
、
建
設
中
を
含
め
、

持
ち
株
比
率
で
は
6
0
1
M
W
に
達

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
社
で
は
屋
上
設
置
型
太

陽
光
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で

2
0
2
2
年
ま
で
に
総
電
力
容
量

1
0
0
M
W
を
達
成
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
設
置
サ
ー
ビ
ス

に
関
し
て
は
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
工

業
団
地
内
、
お
よ
び
外
部
の
顧
客
へ

も
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

A
A
T
社
社
長
兼
C
E
O
ケ
ル
・

カ
ー
ン
ズ
氏
は
同
社
が
W
H
A
U
P

の
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備
を

導
入
し
た
理
由
と
し
て
、
設
計
部
門

の
専
門
性
と
安
全
性
、
総
合
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
挙
げ
ま
す
。
A
T
T
社

は
W
H
A
U
P
の
高
い
プ
ロ
意
識
と

能
力
に
信
頼
を
お
い
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

一
方
で
、
A
T
T
社
は
屋
上
設
置

型
太
陽
光
発
電
設
置
に
よ
り
、
生
産

コ
ス
ト
を
25
年
間
で
７
億
9
0
0
0

万
バ
ー
ツ
削
減
し
、
C
O
2
も
9
万

2
5
0
0
ト
ン
削
減
す
る
こ
と
を
重

要
視
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
球
温

暖
化
対
策
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
と

い
っ
た
環
境
保
護
は
同
社
の
企
業
理

念
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。
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W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
、

　
　 

ベ
ト
ナ
ム  

タ
イ
ン
ホ
ア
省
で
の
工
業
団
地
開
発
に
関
す
る
M
o
U
を
締
結

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン 

ゲ
ア
ン
社
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
地
転
貸
借
契
約
を
締
結

　

タ
イ
及
び
ベ
ト
ナ
ム
の
工
業
団
地
運

営
大
手
の
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
ベ
ト
ナ

ム　

タ
イ
ン
ホ
ア
省
人
民
委
員
会
と
の

間
で
2
か
所
の
工
業
団
地
の
開
発
に
向

け
た
了
解
覚
書
（
M
o
U
）
の
締
結
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

最
先
端
技
術
を
担
う
産
業
を
誘
致
す

る
た
め
、
第
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

「
W
H
A
ス
マ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ゾ
ー
ン
」
と
名

付
け
、
総
敷
地
面
積
6
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
加
え
、
居
住
地
区
建
設
用
に
30
〜

50
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
第
二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
W
H
A

北
部
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ゾ
ー
ン　

タ
イ
ン
ホ
ア
」
の
総
敷
地
面
積
は
お
よ

そ
5
4
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

産
業
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ゴ
ム
、
ケ
ミ

カ
ル
、
バ
イ
オ
・
ケ
ミ
カ
ル
製
品
、
金

属
加
工
お
よ
び
鋳
造
、
建
築
資
材
、
自

動
車
部
品
、
機
械
組
立
、
家
電
と
い
っ

た
下
流
産
業
を
対
象
と
す
る
予
定
で

す
。
今
後
、
許
認
可
取
得
に
必
要
な
手

続
き
を
開
始
し
、
そ
れ
ぞ
れ
2
0
2
3

年
、
2
0
2
2
年
に
着
工
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

タ
イ
ン
ホ
ア
省
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
中

央
に
位
置
し
、
ベ
ト
ナ
ム
第
3
位
の
人

口
3
6
0
万
人
を
有
し
、
う
ち
労
働

力
人
口
は
2
3
0
万
人
と
な
り
ま

す
。
首
都
ハ
ノ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部

最
大
の
港
湾
都
市
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
も

近
く
、
ハ
ノ
イ
・
ノ
イ
バ
イ
国
際
空

港
や
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ン
国
際
港
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
よ
く
、
物
流
、
イ
ン
フ
ラ

の
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

「
タ
イ
ン
ホ
ア
省
人
民
委
員
会
と
将

来
性
の
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
」「
近
年
、
ベ
ト
ナ

ム
は
A
S
E
A
N
に
お
け
る
重
要

な
工
業
、
製
造
拠
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
M
o
U
に
よ
り
ベ
ト

ナ
ム
が
先
端
技
術
を
含
め
た
様
々

な
産
業
分
野
の
投
資
家
た
ち
に

と
っ
て
魅
力
的
な
投
資
先
と
な
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

結
果
と
し
て
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
生

み
、
W
H
A
に
と
っ
て
も
事
業
発

展
の
絶
好
の
機
会
と
な
る
で
し
ょ

う
」
と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の

ジ
ャ
リ
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン

サ
ク
ン
氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
・

国
際
部
門
取
締
役
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー

ド
ン
氏
は
以
下
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。「
W
H
A
と
タ
イ
ン
ホ
ア
省

人
民
委
員
会
と
の
M
o
U
は
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
当
社
の
存
在
感
を
高
め
、
成

長
戦
略
を
強
化
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

２
つ
の
W
H
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
特
定

の
市
場
機
会
に
優
位
な
立
地
を
示
し
て

い
ま
す
。
第
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
省
の

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク

　

電
子
機
器
に
使
用
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
を
製
造
す
るP

la
s
-

tic
G
ia
 
N
h
a
t V
ietnam

社
は
こ
の
ほ
ど
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

ゾ
ー
ン
１ 

ゲ
ア
ン
と
土
地
転
貸
借
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
中
国
を
拠
点
と

す
る
同
社
は
、
年
間
お
よ
そ
６
億
個
の
部
品
生
産
能
力
を
持
つ
製
造
工
場
を

建
設
す
る
予
定
で
す
。

　

21
世
紀
を
迎
え
、
豊
富
な
天
然
資
源

と
安
い
労
働
力
だ
け
が
経
済
競
争
力
を

決
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

い
っ
た
も
の
が
移
り
ゆ
く
ビ
ジ
ネ
ス
界

を
今
後
長
く
支
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

変
化
の
激
し
い
世
界
で
は
国
も
企
業
も

集
中
力
を
養
い
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
で
あ

り
、
常
に
前
向
き
な
姿
勢
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
は
世
界
各
国
の

政
府
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
研
究
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
人
材
育
成
と
い
っ
た
分
野
に
お
い

て
、
統
合
し
協
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

新
製
品
の
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
、
新
規
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
事
業
化
の
成
功
に
つ

な
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
ら
で

す
。

　

1
9
5
0
年
初
め
に
設
立
さ
れ
た
シ

リ
コ
ン
・
バ
レ
ー
（
米
国
）
は
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
発
展
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存

在
で
あ
り
ま
し
た
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
と
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
パ
ロ
ア
ル

ト
市
が
提
携

パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
発
足
し
た

の
が
始
ま
り

で
、
も
と
も
と

ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
と

し
て
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
大

学
、
民
間
企
業

と
周
辺
の
地
元

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
交
流

に
よ
り
相
互
作

用
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進

す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま

し
た
。

　

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
リ
サ
ー
チ
・

パ
ー
ク
や
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
リ

サ
ー
チ
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
パ
ー

ク
（
R
T
P
）
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ

の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
成
功
は
、

政
府
、
企
業
家
、
大
学
が
協
働
し
、

発
案
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
大
量
市
場
で
の

商
業
化
へ
と
発
展
さ
せ
る
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
1
9
6
0

年
か
ら
1
9
8
0
年
代
に
か
け
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
い
く
つ
か
の
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
ア
ジ
ア

で
は
1
9
7
0
年

代
初
め
か
ら
80
年

代
に
入
っ
て
か
ら

よ
う
や
く
開
発
が

始
ま
り
ま
す
。
日

本
の
つ
く
ば
研
究

支
援
セ
ン
タ
ー
、

台
湾
の
新
竹
科
学

園
区
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
な
ど

が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
国
の
科
学
技

術
は
1
9
9
0
年

代
か
ら
2
0
1
0

年
代
に
急
速
に
発

展
を
遂
げ
ま
す
。

現
在
、
中
国
の
ハ

イ
テ
ク
・
パ
ー
ク

の
数
は
2
0
0
0

か
所
以
上
に
及
び

ま
す
。
習
近
平
国

家
主
席
の
国
家
戦

略
「
メ
イ
ド
・
イ

ン
・
チ
ャ
イ
ナ

2
0
2
5
」
で
は
中
国
は
経
済
成
長
を

加
速
し
、
高
度
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
す
る
た
め
に
一
部
政
策
方
針

を
改
編
し
、
全
国
に
1
0
0
以
上
の
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
を
開
発
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
起

こ
る
前
に
、
中
国
の
北
京
と
上
海
を
中

心
に
位
置
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
、

中
関
村
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
や
清
華
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
、
漕
河
涇
新
興
技
術

開
発
区
、
紫
竹
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
な

ど
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
清

華
大
学
傘
下
の
事
業
グ
ル
ー
プ
T
U
S

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

グ
ル
ー
プ
の
役

員
の
話
で
は
中
国
の
ほ
ぼ
全
て
の
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
で
健
全
な
エ
コ
シ
ス
テ

ム
が
完
備
さ
れ
、
国
内
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
目
指
す
人
と
企
業
家
を
育
成

で
き
る
よ
う
な
設
計
と
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
、

企
業
パ
ー
ト
ナ
ー
、
企
業
体
、
大
学
か

ら
の
支
援
で
、
中
国
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
は
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
、
ス
ケ
ー
ル
ア

ウ
ト
し
な
が
ら
国
家
の
成
長
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
現
在
の
タ
イ
は
大
き
な
変
革

の
と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。
タ
イ
ラ
ン

ド
4
・
0
で
は
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し
て

国
の
競
争
力
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
ラ
ン
ド
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
ハ
ー
ド
I
C
T
イ

ン
フ
ラ
の
開
発
に
す
で
に
成
功
し
て
い

ま
す
。
近
隣
諸
国
と
比
較
し
て
、
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
普
及
し
て
い
ま
す

が
、
研
究
、
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
の

R
&
D
を
含
む
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
面
で

の
さ
ら
な
る
発
展
が
必
要
で
、
伝
統
産

業
の
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
モ
、
農

業
＆
食
品
産
業
な
ど
の
変
革
を
支
え
る

た
め
、
人
材
開
発
、
デ
ジ
タ
ル
専
門
知

識
と
ス
キ
ル
を
持
ち
合
わ
せ
た
企
業
家

と
い
っ
た
優
秀
な
労
働
力
、
健
全
か
つ

信
頼
度
の
高
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ　

エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
す
。

　

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
工
業
団
地
開

発
の
第
一
人
者
で
あ
る
W
H
A
グ
ル
ー

プ
で
は
健
全
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

中
国
大
手
の
科
学
技
術
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
T
U
S
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と

提
携
し
、
T
u
s
パ
ー
ク
W
H
A
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
共
同

設
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
サ
ル
、
タ

イ
と
海
外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
双
方
の

た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク　

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
第
一
歩
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

W
H
A
ー
T
U
S
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
は
政
府
、
教
育
機
関
と
民
間
企
業
の

強
い
連
携
に
よ
り
タ
イ
の
技
術
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
発
展

を
押
し
進
め
る
重
要
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
な
る
で
し
ょ

う
。
当
機
関
は
た
だ
単
に

タ
イ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

に
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
知
識
を
提
供
す
る
た

け
で
な
く
、
タ
イ
の
起
業

家
に
潜
在
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
・

パ
ー
ト
ナ
ー
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
市
場
、
特
に
14
億
人
以

上
の
消
費
者
を
抱
え
る
巨

大
な
中
国
市
場
へ
の
足
が

か
り
と
な
り
ま
す
。

　

新
技
術
が
タ
イ
の
経
済

と
社
会
発
展
に
挑
戦
し
変

革
を
も
た
ら
す
中
、
民
間

企
業
は
政
府
と
協
力
し
て

デ
ジ
タ
ル
・
タ
イ
ラ
ン
ド

を
推
進
し
ま
し
た
。
政
府

は
国
家
戦
略
、
政
策
立
案

者
と
し
て
の
中
心
的
な
役

割
を
担
い
ま
す
。
政
府
の

積
極
的
な
戦
略
と
こ
の
変

革
へ
の
取
り
組
み
を
支
持

す
る
姿
勢
が
、
最
終
的
に

は
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
時
代

で
の
タ
イ
の
成
功
と
繁
栄
を

決
定
づ
け
る
で
し
ょ
う
。

豊田通商（タイランド）
TTテクノパーク

WHA GROUPで更なる飛躍を目指す企業
　

「
ト
ヨ
タ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
現
場
主
義

は
豊
田
通
商
グ
ル
ー
プ
に
も
根
付
い
て
い
ま

す
。
常
に
顧
客
に
寄
り
添
い
、
顧
客
と
と
も
に

汗
を
流
し
、
問
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
」
―

―
豊
田
通
商
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
イ
ー
ス
タ
ン
シ

ー
ボ
ー
ド
支
店
の
ブ
ラ
ン
チ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

お
よ
び
タ
イ
で
豊
田
通
商
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
事
業

を
担
当
す
る
T
T
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

（
T
T
T
P
）
の
社
長
を
兼
任
す
る
龍
田
貴
行

氏
は
そ
う
力
を
込
め
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
総
合
商
社
で
あ
る
豊
田

通
商
が
タ
イ
拠
点
と
な
る
豊
田
通
商
（
タ
イ
ラ

ン
ド
）
を
設
立
し
た
の
は
1
9
5
7
年
１
月
。

日
本
か
ら
消
費
財
・
産
業
機
械
・
タ
イ
ヤ
を
輸

入
す
る
こ
と
が
当
初
の
目
的
で
し
た
。
そ
の

後
、
80
年
代
後
半
に
日
本
企
業
の
タ
イ
投
資
ラ

ッ
シ
ュ
が
始
ま
る
と
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
関
連

の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
も
1
9
9
0
年
代
に

ラ
ヨ
ン
県
の
ヘ
マ
ラ
ー
ト
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ

ー
ド
工
業
団
地
（
当
時
）
な
ど
に
進
出
。

2
0
0
2
年
に
は
T
T
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

（
T
T
T
P
）
を
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ

ー
ド
工
業
団
地
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
顧
客
企
業
は
1
0
0
社
近
く
に
な
り
、

T
T
T
P
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
2
0
1
5
年
に
豊
田
通
商
（
タ

イ
ラ
ン
ド
）
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド
支
店
を

開
設
。
顧
客
支
援
で
協
業
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

移
転
先
と
し
て
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ

ー
ド
工
業
団
地
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、
規

模
が
大
き
く
開
発
計
画
が
し
っ
か
り
し
て
お
り

イ
ン
フ
ラ
の
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た
点
、
そ
し
て

日
本
人
居
住
者
の
多
い
シ
ラ
チ
ャ
に
近
か
っ
た

点
も
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

豊
田
通
商
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
お
よ
び

T
T
T
P
で
は
、
モ
ノ
づ
く
り
に
安
心
し
て
専

念
で
き
る
事
業
環
境
を
構
築
す
る
た
め
、
会
社

設
立
・
事
業
立
上
げ
か
ら
事
業
運
営
ま
で
豊
田

通
商
グ
ル
ー
プ
全
体
で
包
括
的
に
支
援
し
て
い

ま
す
。
生
産
準
備
の
た
め
に
必
要
な
物
流
・
設

備
・
保
険
・
I
T
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
ほ
か
、
事
業
運
営

に
不
可
欠
で
あ
る
給
与
計
算
、
ビ
ザ
・
ワ
ー
ク

パ
ー
ミ
ッ
ト
取
得
、
経
理
記
帳
代
行
・
税
務
、

通
勤
バ
ス
運
行
管
理
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
手
配

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
請
け
負
う
こ
と
で
、

経
営
者
の
負
担
軽
減
お
よ
び
事
業
効
率
化
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ

ポ
ー
ト
で
は
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る

利
点
を
最
大
限
に
活
か
し
、
事
業
運
営
に
必
要

な
各
種
情
報
を
厳
選
し
た
上
で
迅
速
に
顧
客
に

伝
え
て
お
り
、
こ
の
点
も
T
T
T
P
お
よ
び
豊

田
通
商
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
へ
の
信
頼
度
を
高
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
多
岐
に
わ
た
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

提
供
を
可
能
と
し
て
い
る
の
が
現
場
主
義
の
徹

底
で
す
。
不
動
産
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
な
ど
で
利

益
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
毎
日
顧
客
に
コ
ン

タ
ク
ト
す
る
こ
と
で
、
困
り
ご
と
を
聞
き
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
に
集
中
し
ま

す
。
「
こ
の
点
が
他
の
商
社
と
の
違
い
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が
『
モ
ノ
づ
く
り
商

社
』
と
言
わ
れ
る
由
縁
で
す
」
と
龍
田
社
長
は

強
調
し
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
展
開
で
す
が
、
タ
イ
東
部
の
工

業
団
地
に
進
出
す
る
自
動
車
関
連
製
造
業
を
核

に
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
洗
剤
・
石
油

製
品
・
半
導
体
・
保
険
な
ど
非
自
動
車
産
業
も

含
め
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
移
動
の
新
概
念

で
あ
る
M
a
a
S
（
マ
ー
ス
：M

obility as 
a Service

）
お
よ
び
自
動
車
産
業
の
キ
ー
ワ

ー
ド
と
も
な
っ
て
い
る
C
A
S
E
（
ケ
ー
ス
）

な
ど
の
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ

せ
、
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
顧
客
企
業
の
事
業

展
開
に
貢
献
し
て
い
く
方
針
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
最
近
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
関
係
も
深

め
て
い
ま
す
。
龍
田
社
長
が
D
X
関
連
サ
ー
ビ

ス
の
一
例
と
し
て
挙
げ
る
の
が
通
勤
バ
ス
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
で
す
。
残
業
な
ど
の
た

め
乗
車
率
が
悪
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
型
バ
ス

を
運
行
さ
せ
る
な
ど
し
て
バ
ス
料
金
が
個
社
に

と
り
割
高
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な

い
よ
う
で
す
。
従
業
員
約
1
0
0
0
人
の
工
場

で
は
月
々
2
0
0
万
バ
ー
ツ
も
の
支
出
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
日
本
人
幹
部

は
生
産
現
場
で
の
コ
ス
ト
削
減
は
得
意
で
す

が
、
通
勤
バ
ス
な
ど
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
任

せ
て
い
る
分
野
は
手
つ
か
ず
の
領
域
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
D
X
の
手
法

の
ひ
と
つ
で
あ
る
R
P
A
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
活
用

し
、
ル
ー
ト
と
車
の
種
類
（
大
型
バ
ス
、
ミ
ニ

バ
ス
、
バ
ン
）
を
時
間
帯
に
よ
り
最
適
化
す
る

こ
と
を
T
T
T
P
で
は
提
案
。
同
じ
ル
ー
ト
を

走
っ
て
い
る
バ
ス
を
共
有
す
る
こ
と
で
乗
車
率

を
50
〜
80
％
す
る
な
ど
で
コ
ス
ト
を
20
〜
30
％

下
げ
る
こ
と
も
可
能
と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

バ
ス
の
運
行
数
が
減
る
こ
と
で
C
O
2
排
出
量

を
削
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
す
が
、
対

面
で
話
す
か
ら
こ
そ
判
明
す
る
業
務
上
の
問

題
・
課
題
も
あ
り
、
リ
モ
ー
ト
面
談
や
電
話
連

絡
で
は
困
り
事
が
分
か
り
に
く
い
と
龍
田
社
長

は
指
摘
し
ま
す
。
現
在
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
効
率
的
に
併
用

す
る
こ
と
も
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
る
上
で
必

要
な
プ
ロ
セ
ス
と
い
え
そ
う
で
す
。

常に顧客に寄り添いソリューションを提供
DXサービスの質を高め業務効率化に貢献

2
か
所
の
工
業
団
地
の
総
面
積
は
1
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

                    

　
　
　
建
設
開
始
は
2
0
2
2
年
も
し
く
は
2
0
2
3
年
を
予
定

主
要
都
市
か
ら
12
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
位
置
し
、
教
育
水
準
の
高
い
労
働
力

は
、
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
担
う
企

業
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
第
二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ニ
ソ
ン
製

油
所
に
近
く
、
石
油
化
学
と
金
属
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
統
合
を
可
能
に
し
ま

す
」

　

一
方
、
タ
イ
ン
ホ
ア
省
人
民
委
員
会

副
委
員
長
の
N
g
u
y
e
n 

V
a
n 

T
h
i 

氏
は
、「
我
々
は
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

社
と
提
携
を
結
び
、
２
つ
の
有
力
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
こ
と
を
非
常

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ニ
ソ
ン
製
油

所
と
高
度
に
開
発
さ
れ
た
ラ
ッ
ク
フ
ェ

ン
国
際
港
な
ど
、
既
存
の
石
油
化
学
分

野
の
産
業
基
盤
に
加
え
て
、
他
の
産
業

を
誘
致
す
る
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。
新
し
い
扉
を
開
け
、
地
域
社

会
の
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と
を
非
常
に

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
強
い
期
待

感
を
示
し
ま
す
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
は
3
年
前
に
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ゾ
ー
ン　

ゲ
ア

ン
１
の
開
発
を
始
め
ま
し
た
。
フ
ェ
ー

ズ
1
の
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、

1
4
3
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完
成
し
、

さ
ら
に
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
築
資
材
、
電
子
機
器
、
食
品
加
工
、

太
陽
光
発
電
、
鋼
鉄
産
業
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
産
業
分
野
の
中
国
、
日
本
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
企
業
を
誘
致
し
て
い

ま
す
。

ゴーアーテック、
WHA インダスタリアル・ゾーン１　

ゲアンで新工場起工式を開催
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
う
ゴ
ー
ア
ー
テ
ッ
ク
香
港
の
子
会
社
、
ゴ
ー
ア
ー
テ
ッ

ク
・
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
社
は
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ

ー
ン
１　

ゲ
ア
ン
で
新
工
場
設
立
の
た
め
起
工
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

最
先
端
の
製
造
技
術
を
装
備
す
る
新
工
場
は
ス
マ
ー
ト
・
ハ
ー
ド
ウ

エ
ア
と
高
精
度
電
子
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
生
産
で
世
界
中
の
顧
客
の
要

望
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　WHA インダストリアル・ゾーン１　ゲアン
とゴーアーテック・プレシジョン・ベトナム
社のプロジェクトチームのメンバーとドン・
ナム経済地区当局担当者ら

　WHA インダストリアル・ゾーン
１　ゲアンとゴーアーテック・プレ
シジョン・ベトナム社のエンジニア
チーム

2021年旧正月：ＷＨＡと工業団地投資家ら
「貧しい人々のために温かいテトを」プログラムを支援
2021年旧正月：ＷＨＡと工業団地投資家ら
「貧しい人々のために温かいテトを」プログラムを支援
　2 月 3 日、WHA インダストリアル・ゾーン ゲアンとゲアン省の貧困家庭支援協会はギロック
郡の Nghi Thuan 自治体と Nghi Hung 自治体の恵まれない家庭へ 2021 年旧正月のお祝いとして
テトの贈り物を配布しました。ゲアン省委員会の書記長による恵まれない人々への支援と援助の
呼びかけに、WHA インダストリアル・ゾーン ゲアン１はギロック郡の Nghi Thuan 自治体と
Nghi Hung 自治体の在住者へ贈り物を贈りました。り物には地域社会を元気づけ、新年を迎えら
れるようにとの願いが込められていました。

　Goertek Vina Precision Industry Co., Ltd は 172 個のテ
トの贈り物とその他寄付などをギロック郡 Nghi Long 自治
体と Nghi Thuan 自治体の家庭へ配布しました　　　　　　

　WHA インダストリアル・ゾーン　ゲアンから寄付を受け
取るギロック郡　勤労、身障者＆社会福祉課の Luong 氏

　ゲアン省ギロック郡 Nghi Thuan 自治体の経済的に恵まれ
ない家庭と独居老人へプレゼントを配布するゲアン省の貧
困家庭支援協会とWHA インダストリアル・ゾーン ゲアン

　ゲアン省ギロック郡 Nghi Hung 自治体へテトの贈り物を
贈るゲアン省の貧困家庭支援協会の代表団と WHA インダス
トリアル・ゾーン ゲアン

（
1
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）　

　

N
i
p
h
o
n
博
士
に
よ
る
と
、

W
H
A
U
P
で
は
統
合
的
な
屋
上
設

置
型
太
陽
光
発
電
の
設
置
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
し
て
き
た
結
果
、
多
く
の
顧

客
か
ら
信
頼
を
得
て
き
ま
し
た
。
こ

の
ほ
ど
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド
工

業
団
地
（
ラ
ヨ
ン
）
に
フ
ォ
ー
ド
と

M
a
z
d
a
の
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
工
場

を
持
つ
A
A
T
社
が
、
W
H
A
U
P

子
会
社
の
W
H
A
ソ
ー
ラ
ー
社
と
4

万
5
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
屋
上

ス
ペ
ー
ス
に
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発

電
の
建
設
と
運
営
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

　
「
A
A
T
社
の
屋
上
設
置
型
太
陽

光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

W
H
A
U
P
の
サ
ー
ビ
ス
は
デ
ザ
イ

ン
設
計
、
資
材
調
達
、
建
設
、
許
認

可
手
続
き
、
シ
ス
テ
ム
運
営
か
ら
10

年
間
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
す
べ
て

含
み
ま
す
。
昨
年
11
月
に
着
工
し
、

今
年
の
8
月
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。
W
H
A
U
P
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
チ
ー
ム
が
高
い
基
準
の

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
個
々
の
ユ
ー
ザ
ー
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
複
数
の
同

様
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
契
約
が
現
在

進
行
中
で
あ
り
ま
す
」
と

N
i
p
h
o
n
博
士
は
説
明
し
ま

す
。

　

屋
上
設
置
型
太
陽
光
ビ
ジ
ネ
ス
の

強
み
と
全
国
の
産
業
顧
客
の
信
頼
か

ら
、
同
社
で
は
こ
れ
ま
で
に
総
電
力

容
量
52
M
W
の
屋
上
設
置
型
太
陽
光

投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
顧
客
数
に
し

て
約
40
件
）
の
契
約
を
結
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、当
初
の
目
標
で
あ
っ

た
2
0
2
0
年
ま
で
に
総
発
電
容
量

50
M
W
を
上
回
り
、
W
H
A
U
P
の

総
容
量
は
稼
働
中
、
建
設
中
を
含
め
、

持
ち
株
比
率
で
は
6
0
1
M
W
に
達

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
社
で
は
屋
上
設
置
型
太

陽
光
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で

2
0
2
2
年
ま
で
に
総
電
力
容
量

1
0
0
M
W
を
達
成
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
設
置
サ
ー
ビ
ス

に
関
し
て
は
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
工

業
団
地
内
、
お
よ
び
外
部
の
顧
客
へ

も
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

A
A
T
社
社
長
兼
C
E
O
ケ
ル
・

カ
ー
ン
ズ
氏
は
同
社
が
W
H
A
U
P

の
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備
を

導
入
し
た
理
由
と
し
て
、
設
計
部
門

の
専
門
性
と
安
全
性
、
総
合
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
挙
げ
ま
す
。
A
T
T
社

は
W
H
A
U
P
の
高
い
プ
ロ
意
識
と

能
力
に
信
頼
を
お
い
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

一
方
で
、
A
T
T
社
は
屋
上
設
置

型
太
陽
光
発
電
設
置
に
よ
り
、
生
産

コ
ス
ト
を
25
年
間
で
７
億
9
0
0
0

万
バ
ー
ツ
削
減
し
、
C
O
2
も
9
万

2
5
0
0
ト
ン
削
減
す
る
こ
と
を
重

要
視
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
球
温

暖
化
対
策
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
と

い
っ
た
環
境
保
護
は
同
社
の
企
業
理

念
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。
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1

WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

WHAサラブリ・インダストリアルランド、Green Industry Awardを受賞
 
WHAサラブリ・インダストリアルランド、Green Industry Awardを受賞
 

WHAインダストラアル・デベロッ
プメント社が開発したWHAサラ
ブリ・インダストリアルランド
（WHA SIL）はこのほどタイ工業
省より「環境に配慮したクリーン
な工業団地」カテゴリーでタイ初
のGreen Industry Awardを受
賞しました。
工業省副次官のPanuwat Triyangkulsri氏 (右の写真　左端)が主催した今
回の授賞式では、当社のサスティナブルな環境ビジネス運営の長期的な取り
組みが評価され、WHAのスマートでグリーンな工業団地開発を継続していく
ミッションが再確認されました。
授賞式にはWHAを代表してWHAインダストリアル・デベロップメント社顧問
のSunthorn Kongsunthornkitkul氏(左の写真　右側)　と工業団地運営
取締役のRakphol Kangnoy氏（右の写真　右から2人目）が出席しました。

WHAグループ、2021年のCSR活動を開始WHAグループ、2021年のCSR活動を開始

クアーズテック・アドバンスト・マテリアルズ（タイランド）
WHA イースタン・シーボード工業団地４に新工場設立へ

P
T
T
、 

W
H
A
U
P
、 

S
e
r
t
i
s

A
I
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
と
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
の

            

「
ス
マ
ー
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
共
同
開
発
へ

 　

今
回
の
共
同
研
究
は
タ
イ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
規
制
委
員
会
（
E
R
C
）
と

地
方
電
力
公
社
（
P
E
A
）
が
実
施

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
技
術
の
試
用
運

用
プ
ロ
グ
ラ
ム「
E
R
C 

サ
ン
ド
ボ
ッ

ク
ス
」　

の
一
環
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
電
力
管
理
シ
ス
テ
ム
の
下

で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
P
T
T
、

W
H
A
U
P
、
S
e
r
t
i
s
社
に
よ

り
開
発
さ
れ
た
「
ス
マ
ー
ト
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
よ
り
効
率

的
に
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
を
実
現
し
ま
す
。

　

大
手
最
先
端
セ
ラ
ミ
ッ
ク
事
業
の

米
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
社
の
子
会
社
、

ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
ン
ス

ト
・
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

は
ラ
ヨ
ー
ン
県
の
W
H
A
イ
ー
ス
タ

ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
４

（
W
H
A 

E
S
I
E 

4
）
で
の
新

工
場
設
立
の
た
め
の
起
工
式
を
行
な

い
ま
し
た
。
東
部
経
済
回
廊

（
E
E
C
）
に
位
置
す
る
同
工
業
団

地
は
東
南
ア
ジ
ア
最
大
規
模
の
ハ
ブ

を
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
へ
提
供
し
、
地

域
顧
客
の
戦
略
的
な
成
長
と
効
率
的

な
事
業
環
境
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

　

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
は
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
イ
＆
パ

ワ
ー
及
び
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
大
手

で
流
通
・
工
業
団
地
を
運
営
す
る
W
H
A
グ
ル
ー

プ
の
子
会
社W

H
A
 Infonite C

om
pany 

L
im
ited

を
通
じ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
e
ビ
ジ
ネ
ス
を
専
門
と
し
た

I
T
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
あ
るM

F
E
C
 

P
u
b
lic

 C
o
m
p
a
n
y
 L
im
it
e
d
 

(

M
F
E
C)

と
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
。
M
F
E
C
は
W
H
A
の
プ
レ
ミ
ア

ム
・
デ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
―
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

（
S
O
C
）

を
運
営
し
、
将
来
的
に
は
サ
ー
バ
ラ
ッ
ク
を
増
設

し
て
い
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。　

　
「
我
々
は
M
F
E
C
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

結
ぶ
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

我
々
の
T
i
e
r 

III
プ
レ
ミ
ア
ム
・
デ
ー
タ
・
セ

ン
タ
ー
は
バ
ン
ナ
ー
ト
ラ
ッ
ド
と
ウ
ィ
パ
ワ
デ
ィ

ラ
ン
シ
ッ
ト
通
り
に
面
し
た
戦
略
的
好
立
地
に
あ

り
、
M
F
E
C
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
は
独
自
の
ジ
ェ
ネ

レ
ー
タ
ー
、
U
P
S
、
冷
却
、
消
火
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
お
り
、
高
い
安
全
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
、
環
境
保

護
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
」 （
W
H
A 

コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ 

C
E
O 

の
ジ
ャ

リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
）

　
「
こ
の
契
約
に
よ
り
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
し
、

最
新
の
技
術
と
最
大
限
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
顧

客
へ
提
供
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。
W
H
A 

I
n
f
o
n
i
t
e
社
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
国

際
基
準
を
満
た
し
、
事
業
の
継
続
性
を
確
約
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

我
々
が
国
内
外
の
顧
客
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

際
、
最
重
要
視
す
る
も
の
で
す
」（
M
F
E
C
役

員Siriw
at V

ongjarukorn

氏
）

WHA グループは、バンナーの最新ビジネ
ス・ランドマークで WHA 本社となる
WHAタワーを立ち上げました。ハイテク・
ソリューションとイノベーションを備えたス
マートな労働環境は、企業にとって事業の
立ち上げ、拡大展開していくには理想的
な場所です。
　WHA コーポレション社会長兼グループ
CEO のジャリポーン・ジャルコーンサクン
氏は、「この 25 階建てグレードＡのオフィ
スビルには 52,000 平方メートルのオフィ
ス空間と共有オープンスペースがありま
す。法人企業、多国籍企業（MNC）、中
小企業、スタートアップ向けのオープンな
ワークスペースがフレキシブルで企業の成長に見合った形で提供されています。さらにテナント企業の従業員にとってワークラ
イフ　バランスのとれた職場となることを目指しています。」と述べています。
　優雅な曲線が美しい建物の外観は、まるで風景の中にたたずむ山のようです。高い評価のオフィスタワーの建築デザインは、
富と繁栄を表す古代中国のシンボルからインスピレーションを得ています。WHA タワーのデザイン設計を担当した国際的な
設計事務所パルマー＆ターナー（タイランド）は、同タワーでアジア・パシフィック・プロパティー・アワードの
Commercial High Rise Architecture Thailand（商用高層建築部門）賞を受賞しました。
　「我々はバンナーのランドマークとなるような WHA タワーを建設することを構想していました。タイで認められ、賞を受賞
できたことを誇りに思います」とジャリーポーン氏は述べます。

フレキシブルな労働環境
　当タワーでは利用者に仕事と暮らしの両面で充実した時間が過ごせるよう、仕事と健康的な、楽しい日常を同時に体験して
ほしいと願っています。タワーにはフレキシブルなワークスペースの他、共有ワークスペース、レストラン、カフェ、グリーンスペー
ス、リラックス　スペースとしての噴水公園など、人々が自然を身近に体感できる場所があります。
2023 年にはバンナートラッド通り沿いに LRT（次世代型軌道系交通システム）が完成する予定です。この新しい交通網によ
り従業員と訪問者のアクセスも向上し、より早く、快適に移動が出来るようになるでしょう。

デジタルイノベーションによる安全性とアジリティ
　最新技術を利用し、最大限の安全と効率を追求したビルは 24 時間作動の CCTV、カードキー利用の入室システム、火災
探知システム、建物診断、サーマルスキャン、顔認証アクセスコントロール、回転ドアなどのスマートセキュリティーシステムを
導入しています。駐車場は自動パーキングシステムとナンバープレート認証機能を備え、500台分の駐車が可能です。エレベー
ターは高層階、低層階ともに省エネの高速エレベーターを設置、IT 環境面ではネットワーク中立性と将来的な拡張に備えクラ
ウドサービスサポート、コロケーションを導入しています。WHA グループでは常に対費用効果がよい、そして環境に優しい技
術システムを選択しています。
「バンナートラッド 7 キロ、バンコク中心地にも EEC エリアにもほど近いローケーションは、ビジネスや投資を行なう上でとて
も優位です。WHAタワーはスワンナプーム空港、メガ・バンナー、セントラル・バンナーや居住区開発プロジェクトにも隣接
しているためバンコクや主要幹線道路へのアクセスも容易です。テナントや訪問者などの利用者にとっての効率を最優先してい
ます」とWHAインダストリアル・デベロップメント社産業・国際部門取締役のデビッド・ナードン氏は述べます。
　タイでのプレゼンスをさらに拡大し、地域での成長戦略を構築する企業にとっては理想的なビルと言えるでしょう。WHA タ
ワーでは現在入居希望企業を受け付け中です。見学ツアーのご予約を希望される場合は総代理店である JLL までご連絡くだ
さい。

WHA Group

WHA IDWHAグループのCSR（企業の社会的責任）プログラムは同社の存在意
義を担う重要な活動のひとつです。さまざまな形で地域社会と関わりを
持ち、社会に良い影響を与える活動を行使しています。WHAグループで
は長い年月をかけ、異業種企業、地方自治体と連携をとり、強く、生産性
の高い社会、そこに住む人々がよりよい生活を送れるよう働きかけてきま
した。
例年、1月の第2土曜日に全国区で祝われる子どもの日は、国家の宝であ
る子どもたちのための祝日です。しかし、今年は新型コロナの感染拡大が
懸念され、多くの活動は自粛となりました。
そのような状況の中、WHAインダストリアル・デベロップメント社の役員
はタイ工業団地公社（IEAT）と工業団地入居企業とともにラヨーン県プ
ルアックデーンのBan Khlong Kram学校、チョンブリ県シラチャのBan 
Hup Bon学校を訪問しました。子どもたちが勉学に集中できるよう、健
康的な食事と栄養補給のため、食品、ミルク、菓子類などを配給しまし
た。また子どもたちの創造性と学習能力の向上のため学用品も配布しま
した。

すべての人に安全なコミュニティーを
WHAグループはコニュニティー住民の安全と安心を大切にしています。
WHAはラヨーン県プルアックデーンのチョンポン・チャオプラヤ地区の
電光掲示板のメンテナンスのための資金を寄付しました。電光掲示板は
WHAイースタン・シーボード工業団地1（WHA　ESIE 1）至近に設置さ
れており、重要かつ最新の環境情報、お知らせ、注意事項などを人々に伝
えています。
WHAグループのCSRプログラムでは社会の人々の生活水準の向上と影
響を与えることで、社会に還元することを目的としています。WHAグルー
プでは、経営陣、スタッフ、工業団地の顧客、ステークホルダーとともに、
コミュニティーと強い絆を結び、次世代のための安全な未来創りに貢献
していきます。

バンナー最新ランドマークのWHAタワー、入居受付を開始
ワークライフバランスに配慮したオフィススペース
バンナー最新ランドマークのWHAタワー、入居受付を開始
ワークライフバランスに配慮したオフィススペース

WHA タワーのカフェ・アマゾンのオープニング式典でテープカッ
トをする憲法裁判所所長 Worawit Kangsasitiam 氏 ( 写真中央
左 )。式典にはWHAコーポレーション会長兼グループCEOジャ
リポーン・ジャルコーン サクン氏（左 端）と Pongchai 
Niramitsrivichai 氏 (右端 )も出席しました。

カフェ・アマゾン、
WHAタワー支店を開店
カフェ・アマゾン、
WHAタワー支店を開店

焼き立てパンとイタリアンローストコーヒーが人気のカフェ
Bellinee’ s Bake & Brew はバンナートラッドの WHA タワーに
新店舗 Bellinee’ s Grab & Go をオープンしました。モダンロフ
ト風に内装された新店舗では、プレミアムなベーカリー商品と飲
み物が一日中お楽しみいただけます。カフェは、バンナーの新名
所 WHA タワーでワークライフバランス重視した楽しいライフスタ
イルの確立に貢献します。

Bellinee’s Bake & Brew、
WHAタワー内に出店
Bellinee’s Bake & Brew、
WHAタワー内に出店

WHA グループはエージェント・ディを設け、WHA タワーを紹介するオンラ
インイベント開催しました。新社屋となる WHA タワーはバンナートラッド７
キロ地点のデバラットナー通りに位置します。オフィスや商業施設など事業用
不動産売買仲介のジョーンズ　ラング　ラサール（タイランド）および WHA
が実施したバーチャルツアーではバンナーの新しいビジネスコンプレックスの
概要をタイ国内及び世界の賃貸事業主へ紹介しました。　
WHA コーポレーション会長兼グループ CEO のジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏は仲介業者を温かく歓迎。WHA イン
ダストリアル・デベロップメント社産業・国際部門取締役のデビット・ナードン氏はこのビルがワークライフバランスを推進し、
企業の事業立ち上げと発展に貢献する最適な場所であると説明しました。 
25 階建てのタワーには高級ショップやフレキシブル・ワークスペースがあり、人々の憩いの場所と働く場所が一体となっていま
す。WHA タワー
はアジ ア・パシ
フィック・プロパ
ティよりコマーシャ
ル・ハイライズ・
アーキテクチャー・
タイランド賞を受
賞。東部経済回廊
（EEC）の入り口
に位置し、スワン
ナプーム空港、メ
ガ・バンナー、セ
ントラル・バ ン
ナー、主要港湾に
も近接していま
す。WHA タワー
は現在入居準備が
整い、内覧も可能
です。

WHAグループ、エージェント・ディを開催
新社屋WHAタワーでバーチャル・ミーティング
WHAグループ、エージェント・ディを開催
新社屋WHAタワーでバーチャル・ミーティング
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兼
グ
ル
ー

プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ル
氏
（
左

か
ら
3
人
目
）、T

a
c
h
a
ko
rn
 V
a
c
h
ira
m
o
n
 

氏(

右

か
ら 

3 

人
目)

、
S
e
r
t
i
s 

社 

C
E
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T
a
c
h
a
k
o
r
n 

V
a
c
h
i
r
a
m
o
n
氏（
右

か
ら
3
人
目
）
は
「
ス
マ
ー
ト
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
に
関
す
る
合
意
文
書

（
M
o
U
）
を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。
今
回
の
M
o
U
で
は

S
e
r
t
i
s
社
の
主
導
で
A
I

と
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を

利
用
し
て
電
力
管
理
を
最
適
化

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
共

同
開
発
し
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ

工
業
団
地
内
で
太
陽
光
発
電
の

販
売
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
ト
ラ

ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
が
分
散
さ
れ
、

単
一
の
事
業
者
に
管
理
さ
れ
る

こ
と
な
く
自
動
的
に
処
理
さ
れ

る
た
め
、
工
業
団
地
内
の
建
物

間
で
の
デ
ー
タ
管
理
や
ト
ラ
ン

ザ
ク
シ
ョ
ン
が
よ
り
安
全
に
行
わ
れ
、

か
つ
透
明
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア

ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式
会
社

（
W
H
A
U
P
）
と
ラ
ヨ
ー
ン
県
バ
ン

チ
ャ
ン
地
方
自
治
体
は
排
水
管
理
全
般

と
排
水
の
再
生
利
用
の
知
識
共
有
の
た

め
の
合
意
文
書
（
M
o
U
）
に
署
名
し

ま
し
た
。

　

こ
の
M
o
U
は
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の

C
S
R
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
活
動
、

地
球
の
た
め
の
ク
リ
ー
ン
・
ウ
オ
ー

タ
ー
と
バ
ン
チ
ャ
ン
地
方
自
治
体
が
取

り
組
む「
ス
マ
ー
ト
・
シ
テ
ィ
」

コ
ン
セ
プ
ト
の
一
環
で
、
2

年
間
有
効
と
な
り
ま
す
。
水

シ
ス
テ
ム
管
理
の
向
上
の
必

要
性
か
ら
、
バ
ン
チ
ャ
ン
地

方
自
治
体
の
排
水
を
、
近
隣

に
所
在
す
る
W
H
A
工
業
団

地
内
の
事
業
者
ら
に
最
大
限

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
我
々
は
W
H
A
U
P
社
と

の
M
o
U
契
約
に
心
よ
り
感

謝
し
て
い
ま
す
。
バ
ン
チ
ャ

ン
地
方
自
治
体
で
は
水
管
理

で
持
続
可
能
な
発
展
を
遂
げ
る
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
双
方
に

と
っ
て
有
益
で
あ
り
、
か
つ
長
期
的
に

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
環
境
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」（
バ
ン
チ
ャ
ン
地
方
自
治
体
の

Suchin P
ulhirun

市
長
）

　
「
こ
の
M
o
U
契
約
に
よ
り
、
我
々

が
も
つ
排
水
管
理
に
関
す
る
知
識
と
経

験
を
、
経
済
活
動
が
活
発
な
東
部
経
済

回
廊
（
E
E
C
）
域
内
の
バ
ン
チ
ャ
ン

地
方
自
治
体
と
共
有
す
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
排
水
は
品
質
の
高

い
水
へ
と
処
理
さ
れ
た
後
、
W
H
A
工

業
団
地
に
入
居
す
る
企
業
へ
と
提
供
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
E
E
C
域
内
の

W
H
A
U
P
、
バ
ン
チ
ャ
ン
地
方
自
治
体
と

　
　
　
　
　
　
　
　 
排
水
再
生
事
業
で
M
o
U
締
結

W
H
A 

I
n
f
o
n
i
t
e 

と 

M
F
E
C
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デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
契
約
に
署
名

CSR

W
H
A
U
P

 

オ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
タ
イ
）
と

　 

屋
上
太
陽
光
発
電
設
置
契
約
を
調
印

  

目
標
と
し
て
い
た
屋
上
太
陽
光
で
の
発
電
50
Ｍ
Ｗ
を
達
成

　
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
今
日
、
デ
ー
タ
は
す
べ
て

の
事
業
分
野
に
お
い
て
最
も
価
値
の
あ
る
資
源
の

一
つ
で
す
。
継
続
的
か
つ
安
全
に
デ
ジ
タ
ル
イ
ン

フ
ラ
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
は
、
電
気
や
そ
の

他
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
と

同
じ
レ
ベ
ル
で
重
要
な
こ
と
で
す
。
今
回
の
契
約

に
よ
り
、
W
H
A
の
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
M
F
E
C
の
事
業
展
開
に

貢
献
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

（
W
H
A 

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
長
兼
グ
ル
ー
プ 

C
E
O 

の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン
氏
）

　

W
H
A
デ
ジ
タ
ル
で
は
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
及
び

工
業
団
地
内
の
顧
客
へ
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ネ
ー
ジ

ド
サ
ー
ビ
ス
や
デ
ジ
タ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
F
T
T
x
、
機

器
レ
ン
タ
ル
、
I
T
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、

V
H
M
（
ビ
デ
オ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ビ

ス
）、
ユ
ニ
フ
ァ
イ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
U
C
）、
E
m
a
i
l
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
、
フ
ァ

イ
ヤ
ー
ウ
オ
ー
ル
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
ス
ト

レ
ー
ジ
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
、
コ
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ア
ク
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ

ム
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
利
用
者
は
特
定
の
要

件
に
応
じ
て
従
量
制
で
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
と
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
選
択
で
き
ま
す
。

　

W
H
A
に
は
専
門
家
チ
ー
ム
が
あ
り
、
最
善
の

サ
ー
ビ
ス
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
3
6
5
日
24
時
間
、
機
器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
長
兼
グ

ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ

ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
バ
ン
ナ
ー
ト
ラ
ッ

ド
７
キ
ロ
沿
い
の
新
社
屋
W
H
A
タ
ワ
ー

に
て
、
他
社
の
役
員
が
見
守
る
中
、
ブ
ラ

フ
マ
ー
神
の
祠
の
竣
成
式
を
行
い
ま
し

た
。　

　

W
H
A
タ
ワ
ー
は
バ
ン
ナ
ー
の
新
し
い

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
、ハ
イ
テ
ク
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
装
備
し
た
25

階
建
て
グ
レ
ー
ド
Ａ
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
。

昨
年
、
国
際
的
デ
ザ
イ
ン
設
計
事
務
所
の

パ
ル
マ
ー
＆
タ
ー
ナ
ー
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

が
同
タ
ワ
ー
の
設
計
に
お
い
て
、ア
ジ
ア
・

パ
シ
フ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
・
ア
ワ
ー

ド

の
「C

om
m
ercial H

igh R
ise 

A
rchitecture T

hailand

（
商
用
高

層
建
築
部
門
）」
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

バ
ン
ナ
ー
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
　

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
W
H
A
タ
ワ
ー
で

       

ブ
ラ
フ
マ
ー
神
の
祠
竣
成
式

バ
ン
ナ
ー
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
　

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
W
H
A
タ
ワ
ー
で

       

ブ
ラ
フ
マ
ー
神
の
祠
竣
成
式

水
資
源
を
確
保
し
、
長
い
目
で
み
る
と

干
ば
つ
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
」（
W
H
A
U
P
社
C
E
O

のN
iphon B

undechanan

博
士
）

　
「
こ
の
M
o
U
は
E
E
C
発
展
の
一

躍
を
担
い
ま
す
。
バ
ン
チ
ャ
ン
地
方
自

治
体
と
そ
の
他
の
自
治
体
、
提
携
パ
ー

ト
ナ
ー
と
と
も
に
、
我
々
は
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
か
つ
環
境
に
優
し
い
水
管
理
と

水
処
理
技
術
の
確
立
と
実
践
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
工
場
に
至
る
ま

で
、
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
メ
ン
バ
ー

に
節
水
の
重
要
性
を
説
き
、
情
報
を
広

め
る
ま
た
と
な
い
絶
好
の
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
『
自
治
体
の
排
水
を
工

業
団
地
内
の
企
業
に
活
用
し
て
も
ら
お

う
』
と
い
う
考
え
は
、
持
続
可
能
な
発

展
と
、
地
元
と
産
業
界
と
の
最
大
の
協

力
関
係
を
生
み
出
す
も
の
な
の
で
す
」

（
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
長
兼

グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ル
氏
）

　

W
H
A
U
P
社
で
は
再
生
水
や
脱
塩

水
と
い
っ
た
付
加
価
値
を
加
え
た
水
を

W
H
A
工
業
団
地
内
外
の
企
業
に
、
さ

ら
に
は
他
者
の
運
営
す
る
工
業
団
地
、

工
業
団
地
開
発
事
業
者
、
自
治
体
な
ど

へ
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年

に
は
3
億
バ
ー
ツ
（
約
1,
0
0
0
万

米
ド
ル
）
を
W
H
A
イ
ー
ス
タ
ン
工
業

団
地
（
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
）
と
イ
ー
ス
タ

ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
（
ラ
ヨ
ー

ン
）
の
再
生
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投
資

し
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
M
o
U
に
署
名
す
る
W
H
A
U
P
社

C
E
O
のN

ip
h
o
n
 B
u
n
d
e
c
h
a
n
a
n

博
士
（
写
真
上
・
中
央
）
と
バ
ン
・

チ
ャ
ン
地
方
自
治
体
のS

u
c
h
in
 P
u
lh
iru
n

市
長
（
写
真
下
・
右
）

　

バ
ン
コ
ク
ー
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
＆
パ
ワ
ー
社
（
W
H
A
U
P
）
は

オ
ー
ト
ア
ラ
イ
ア
ン
ス（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

社
（
A
A
T
）
の
５
M
W
規
模
の
屋
上

設
置
型
太
陽
光
発
電
に
関
す
る
E
P
C

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
屋
上
面
積
約
4
万
5
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
を
使
用
、
今
年
8
月
完

成
見
込
み
で
同
月
稼
働
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
W
H
A
U
P
に
よ
る
10
年
間

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
シ
ス
テ
ム
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
保
証
付
き
と
な
り
ま

す
。 

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り

W
H
A
U
P
の
屋
上
設
置
型
太
陽
光
発

電
E
P
C
サ
ー
ビ
ス
が
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
す
企
業

の
関
心
を
引
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

W
H
A
U
P
社
C
E
O
で
あ
る

N
iphon Bundechanan

博
士
は
屋
上

設
置
型
太
陽
光
発
電
事
業
が
2
0
2
0

年
も
堅
実
に
成
長
を
遂
げ
た
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。
事
業
目
標
で
あ
っ
た

2
0
2
0
年
末
ま
で
の
総
発
電
容
量
50

Ｍ
Ｗ
を
上
回
る
52
M
W
に
達
し
、
こ
れ

に
よ
り
W
H
A
U
P
の
総
発
電
容
量

が
、
稼
働
中
の
も
の
と
建
設
中
の
も
の

を
合
わ
せ
て
持
ち
株
比
率
に
し
て

6
0
1
M
W
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

　

W
H
A
U
P
で
は
前
述
の
A
A
T
社

と
の
５
M
W 

E
P
C
契
約
と
同
様
の

屋
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
E
P
C
契
約

を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

                   

（
3
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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